






































2B: そう{*だφ/だよ↑ /φ よ↑}、知らなかったの?



















28: *ああ、行くヤ φ ↑。
(6) A: あなた、手はきれいなの?
18: うん、きれいヤゆ↑。ほら。





















B: そうヤ φ ↑、知らなかったの? (=4) 
(11) A: えっ、お前明日行くの?
B: ああ、そうヤ φ ↑。 (=5)
上昇のしかたには、ヤから高く始まるもの(ソウヤ: HLH) やヤの後で緩やかに上昇する
もの(ソウヤー: HLLH) などバリエーションがある。小山 (1997) では前者を「昇調j 、
後者を「降昇調j と呼び、二つのイントネーションに意味的な差異があることを指摘して
いるが、本稿では断定辞のヤが上昇イントネーションを伴って実現されるという点に注目
するので、いずれもヤ φ ↑と表記する (φ は文末調が後接しないことを示す)。断定辞ヤが
文末詞的用法となるためには上昇イントネーションが必須で、上昇しなければヤ単独で話
し手の発話態度を表すことはできない。
2ふ 「よ J 相当の文末詞とヤ φ? の異同
分析に入る前に、「よ」相当の方言文末詞とヤ φ ↑の異同について確認しておく。ヤゆ↑
は共通語の r (だ)よ J に相当すると1.で述べたが、大阪方言には「よ J 相当の文末調とし
てヤ、デ、ワがある。













(17) 前もって準備しないと当日が大変だ{よ/*ヤ} 0 [形容動調述語】
(18) 孝太郎は君より背が低い{よ/*ヤ}。 【形容調述語]








(20) 孝太郎は今高校生だ{よ/デ/ワ/*ヤ }o [名調述語】
(21 ) 前もって準備しないと当日が大変だ{よ/デ/ワ/*ヤ}。 【形容動調述語】
(22) 孝太郎は君より背が低い{よ/デ/ワ/*ヤ} 0 [形容詞述語】
(23) 明日はいつもより早く出かける{よ/デ/ワ/*ヤ}。 【動詞述語]









1B :ああ、そうヤ φ ↑。
2B: ああ、そうだ{デ↑/*ワ↑}。 (=5) 
(27) A: あなた、手はきれいなの?
1B:うん、きれいヤ φ ↑。ほら。
2B: ああ、そうだ{デ↑/*ワ↑}。ほら。 (=6) 
したがって、「よ J に相当する三つの文末詞のうち文末調的断定辞ヤ φ ↑の記述において重
要となるのはデということになる。 r (ヤ)デ↑ J と「ヤ φ ↑」の関係については次節で述
べる。
3. 断定辞ヤの文末調的用法
3ム共通語の「よ↑ J とヤ φ ↑
断定辞ヤが文末詞的用法を持つためには、上昇イントネーションが必須であることは 2.2.
ですでに確認した。井上 (1997) は、上昇イントネーションを伴う共通語の文末調「よ j
について、次のような指摘をしている。
rp よ↑ J は、「話し手と聞き手をとりまいている状況は、 P ということが真になると
いう、そういう状況である」ということを聞き手に示して、「このような状況の中でど
うするか」という問題をなげかけることを表す。
井上 (1997 (9)) 
この指摘は大阪方言のデ↑にもあてはまる。上昇イントネーションを伴うことによって、
単に情報を相手に伝えるだけでなく、相手からの情報提供を要求するといった意味が付加
される(例文 (28) '" (33) は井上 1997 より引用)。
(28) 君恵、ママが呼んでる{よ↑/デ↑ }o (どうする?)
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乙:うん、そこの机に置いてあるやつ{*だ φ ↑/だよ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
(35) 甲:このボールペン日本製?
乙:いや、中国製{*だ φ ↑/だよ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
(36) 甲:これ、あなたの?
乙:そう{*だゆ↑/だよ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑ }o (=32) 
しかし、名調(および形容動調)述語文であればつねにヤ φ ↑が適切であるというわけ
ではない。次のように、ヤデ↑のみが適切となる例もある。
(37) あそこの鮫子は特別{*だゆ↑/だよ↑/#ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
(38) 君はまだ未成年{*だ φ ↑/だよ↑/#ヤ φ ↑/ヤデ↑ L (=33) 
(39) 明日の日直、北野君{*だ φ ↑/だよ↑/#ヤゆ↑/ヤデ↑}。






(40) 明日の日直、北野君{*だゆ↑/だよ↑/#ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
(41) あそこの鮫子は特別{*だゅ↑/だよ↑/#ヤゆ↑/ヤデ↑ }o (=37) 
(42) 君はまだ未成年{*だ φ ↑/だよ↑/#ヤ φ ↑/ヤデ↑ }o (=33) 
(43) 10 分後に玄関のところに出て頂戴。お願い{よ↑/#ヤ φ ↑/ヤデ↑}。





B: 未成年{*だゆ↑/だよ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
(45) A: [相手の口調に腹を立てて]それが「お願し、j なのか?
B: そう、お願い{よ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑}。
このようにヤゆ↑は、第二発話部であれば使用可能となる。以下も同様で、ある。
(46) 甲:これ、あなたの?
乙:そう{だよ↑/ヤ φ ↑/ヤデ↑}。 (=32) 
(47) X: 君、結婚するって本当?










B:#賞味期限 2 月 19 日ヤ φ ↑。
(4) '"- (51) はいずれも、 A の発話を受けて B が情報を提供している例だが、 A にとっ

















によれば、「よ↑ j のもつ機能は 2 つに分けられる。



















r (だ)よ↑ J やヤデ↑とヤゅ↑との違いは、前者が新規情報を聞き手に伝える場合にも用
いることができるのに対して、後者ではそれができないという点である。それがひいては、





















(55) a. 彼は大学生 {φ/ヤ}。
b. 彼は大学生 {φ/* ヤ} ? 
ヤの文末詞的用法は、それが f断定を表す有標形式である」ことをうまく利用し、上昇イ
ントネーションを付随させることによって新たな用法を獲得したものと考えられる。










lB :そう{*だ φ ↑/だよ↑ /φ よ↑}、知らなかったの? [共通語]












































3) 筆者は 1974 年生まれ、 0 歳~3 歳まで兵庫県神戸市、 3 歳~現在まで大阪府豊能郡在住。
4) 山本 (1982) では「ヤは連用形命令法にはつくが命令形命令法にはつかない。(和泉中
心にそういう言い方が聞かれるが、大阪方言一般の言い方とは言えない。) J とされてい
るが、筆者の内省では命令形命令においてもヤは共起可能である (=12) 。
5) 小山 (1997) では「知らせ」の用法を「よ +8 (昇調) J が、「問いかけ」的な用法を「よ






(1) ねえ、もう三時だ{よ s/よ K}。まだ行かないの?
(2) A :あれ、もう三時なの? 一一B: そうだ{よ s/よ K} 。
6) 1) でも述べたが、共通語の場合、断定辞+文末調は男性に、 φ 十文末詞は女性に使用
が偏るが、幡多方言ではそのような性差はなく、男女ともに「そう φ よ j を用いる。
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